
(57)【要約】

【課題】押圧範囲の面積を変えてマッサージを行うこと

のできる空気袋装置とマッサージ装置を提供する。

【解決手段】膨縮によりマッサージを行う外側空気袋３

０ａと、この外側空気袋３０ａの中に配置されるととも

にこの外側空気袋３０ａより小さく且つ膨縮によりマッ

サージを行う内側空気袋３０ｂとを備え、外側空気袋３

０ａと内側空気袋３０ｂとを互いに独立して膨縮可能に

した。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
膨 縮 に よ り マ ッ サ ー ジ を 行 う 外 側 空 気 袋 と 、 こ の 外 側 空 気 袋 の 中 に 配 置 さ れ る と と も に こ
の 外 側 空 気 袋 よ り 小 さ く 且 つ 膨 縮 に よ り マ ッ サ ー ジ を 行 う 内 側 空 気 袋 と を 備 え 、 前 記 外 側
空 気 袋 と 内 側 空 気 袋 と を 互 い に 独 立 し て 膨 縮 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 空 気 袋 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
人 体 当 接 面 側 と な る 前 記 外 側 空 気 袋 の 側 面 と 、 こ の 側 面 に 対 向 す る 内 側 空 気 袋 の 側 面 と の
間 に 揉 み 玉 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 袋 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 外 側 空 気 袋 を 柔 ら か い 材 質 で 構 成 し 、 前 記 内 側 空 気 袋 を 外 側 空 気 袋 の 材 質 よ り 硬 い 材
質 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 袋 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 空 気 袋 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る マ
ッ サ ー ジ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 膨 縮 に よ っ て マ ッ サ ー ジ を 行 う 空 気 袋 装 置 と 、 こ の 空 気 袋 装 置 を 備 え た マ ッ
サ ー ジ 装 置 と に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 図 ８ に 示 す よ う に 首 部 を マ ッ サ ー ジ す る マ ッ サ ー ジ 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許
文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 ベ ー ス １ に 一 対 の エ ア バ ッ ク ２ 、 ３ を 取 り 付 け 、 こ の エ ア バ ッ
ク ２ 、 ３ の 上 に 配 置 す る と と も に エ ア バ ッ ク ２ 、 ３ の 間 に 回 動 支 点 １ ２ を 有 す る 回 動 板 ３
、 ４ を 設 け 、 さ ら に こ の 回 動 板 ３ 、 ４ の 上 に エ ア バ ッ ク ６ 、 ７ を 取 り 付 け 、 こ の エ ア バ ッ
ク ６ 、 ７ の 上 に 配 置 す る と と も に 回 動 支 点 １ ２ を 有 す る 回 動 板 ８ 、 ９ を 設 け 、 こ の 回 動 板
８ 、 ９ に 揉 み 玉 １ ０ 、 １ １ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の マ ッ サ ー ジ 装 置 に よ れ ば 、 エ ア バ ッ ク ２ と エ ア バ ッ ク ６ が エ ア バ ッ ク ３ と エ ア バ ッ ク
７ が 重 ね ら れ た 状 態 と な っ て い る の で 、 両 エ ア バ ッ ク ２ 、 ６ （ ３ 、 ７ ） を 膨 張 さ せ る こ と
に よ り 回 動 板 ８ 、 ９ を 大 き く 回 動 さ せ る こ と が で き 、 揉 み 玉 １ ０ 、 １ １ に よ っ て 首 部 を 強
い 力 で 押 圧 す る こ と が で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ０ ８ 号 公 報 （ 段 落 ３ ５ 、 図 ９ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な マ ッ サ ー ジ 装 置 に あ っ て は 、 ２ つ の エ ア バ ッ ク ２ 、 ６ （ ３ 、 ７
） を 重 ね て 回 動 板 ８ 、 ９ を 大 き く 回 動 さ せ る こ と に よ り 揉 み 玉 １ ０ 、 １ １ の 押 圧 力 を 大 き
く す る こ と が で き る が 、 揉 み 玉 １ ０ 、 １ １ が 押 す 押 圧 範 囲 の 面 積 は 一 定 で あ り 、 そ の 面 積
を 変 え て マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 押 圧 範 囲 の 面 積 を 変 え て マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と の で き る 空 気 袋 装 置 と
、 こ の 空 気 袋 装 置 を 備 え た マ ッ サ ー ジ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 膨 縮 に よ り マ ッ サ ー ジ を 行 う 外 側 空 気 袋 と
、 こ の 外 側 空 気 袋 の 中 に 配 置 さ れ る と と も に こ の 外 側 空 気 袋 よ り 小 さ く 且 つ 膨 縮 に よ り マ
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ッ サ ー ジ を 行 う 内 側 空 気 袋 と を 備 え 、 前 記 外 側 空 気 袋 と 内 側 空 気 袋 と を 互 い に 独 立 し て 膨
縮 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 装 置 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に 示 す 椅 子 式 の マ ッ サ ー ジ 装 置 ２ ０ は 、 座 部 ２ １ と 、 こ の 座 部 ２ １ の 後 ろ に 設 け た 背
凭 れ 部 ２ ２ と 、 座 部 ２ １ の 両 側 に 設 け た ア ー ム レ ス ト 部 ２ ３ ,２ ４ と 、 座 部 ２ １ の 下 側 に
設 け ら れ た 給 排 気 装 置 ５ ０ （ 図 ６ 参 照 ） と を 有 し て い る 。 背 凭 れ 部 ２ ２ は リ ク ラ イ ニ ン グ
が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
背 凭 れ 部 ２ ２ の 前 面 に は 、 上 背 中 用 の 一 対 の 空 気 袋 装 置 ３ ０ ,３ ０ と 、 中 背 中 用 の 一 対 の
空 気 袋 装 置 ３ １ ,３ １ と 、 下 背 中 用 の 一 対 の 空 気 袋 装 置 ３ ２ ,３ ２ と 、 腰 用 の 一 対 の 空 気 袋
装 置 ３ ３ ,３ ３ と が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 空 気 袋 装 置 ３ ０ は 、 膨 縮 に よ り マ ッ サ ー ジ を 行 う 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ と
、 こ の 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ の 中 に 配 置 さ れ る と と も に こ の 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ よ り 小 さ く 且 つ
膨 縮 に よ り マ ッ サ ー ジ を 行 う 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ と を 備 え て い る 。 ま た 、 人 体 当 接 面 側 と な
る 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ の 側 面 に 対 向 す る 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ の 側 面 に は 揉 み 玉 ３ ４ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ の 一 端 側 （ 図 ２ に お い て 右 側 ） に は 給 排 気 用 の 管 部 材 ３ ５ が 設 け ら れ て
お り 、 こ の 管 部 材 ３ ５ が 背 凭 れ 部 ２ ２ の フ レ ー ム （ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け ら れ た ベ ー ス ２
６ に 固 着 さ れ 、 こ の 管 部 材 ３ ５ の 固 着 に よ り 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ が ベ ー ス ２ ６ に 固 定 さ れ て
い る 。 管 部 材 ３ ５ の 一 端 は 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ に 連 通 し て お り 、 管 部 材 ３ ５ の 他 端 は 椅 子 に
配 設 さ れ た ホ ー ス ５ ５ ａ （ 図 ６ 参 照 ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ の 他 端 （ 図 ２ に お い て 左 側 ） に は 内 方 へ 突 出 す る 円 形 の 筒 部 ３ ０ ａ １ が
形 成 さ れ て お り 、 こ の 筒 部 ３ ０ ａ １ が 管 部 材 ３ ６ に よ っ て ベ ー ス ２ ６ に 固 定 さ れ て い る 。
ま た 、 こ の 管 部 材 ３ ６ は 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ を 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ の 筒 部 ３ ０ ａ １ に 固 定 し て
い る 。 そ し て 、 管 部 材 ３ ６ の 一 端 は 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ 内 に 連 通 し 、 管 部 材 ３ ６ の 他 端 は ホ
ー ス ５ ５ ａ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
他 の 空 気 袋 装 置 ３ １ ～ ３ ３ の 構 成 に つ い て も 空 気 袋 装 置 ３ ０ の 構 成 と 同 様 で あ る の で 、 そ
の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
給 排 気 装 置 ５ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ポ ン プ ５ １ と 複 数 の 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ ,５ ２ ａ ２ 、
５ ２ ｂ １ ,５ ２ ｂ ２ 、 ５ ３ ａ １ ,５ ３ ａ ２ 、 ５ ３ ｂ １ ,５ ３ ｂ ２ … と 制 御 装 置 ５ ４ と を 有 し
て い る 。 制 御 装 置 ５ ４ は 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 装 置 ３ ７ の 操 作 に 基 づ い て ポ ン プ ５ １ や
各 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ ,５ ２ ａ ２ 、 ５ ２ ｂ １ ,５ ２ ｂ ２ 、 ５ ３ ａ １ ,５ ３ ａ ２ 、 ５ ３ ｂ １ ,５ ３ ｂ
２ … を 制 御 す る も の で あ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ 等 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ が 開 成 さ れ 電 磁 弁 ５ ２ ａ ２ が 閉 成 さ れ る と 、 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,
３ ０ ａ が ポ ン プ ５ １ に 連 通 さ れ て 膨 張 し 、 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ が 閉 成 さ れ 電 磁 弁 ５ ２ ａ ２ が 開
成 さ れ る と 、 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ が 外 気 と 連 通 さ れ て 収 縮 し て い く よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 電 磁 弁 ５ ２ ｂ １ が 開 成 さ れ 電 磁 弁 ５ ２ ａ ２ が 閉 成 さ れ る と 、 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３
０ ｂ が ポ ン プ ５ １ に 連 通 さ れ て 膨 張 し 、 電 磁 弁 ５ ２ ｂ １ が 閉 成 さ れ 電 磁 弁 ５ ２ ｂ ２ が 開 成
さ れ る と 、 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ が 外 気 と 連 通 さ れ て 収 縮 し て い く よ う に な っ て い る
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。
【 ０ ０ １ ９ 】
他 の 外 側 空 気 袋 ３ １ ａ ～ ３ ３ ａ と 内 側 空 気 袋 ３ １ ｂ ～ ３ ３ ｂ も 上 記 と 同 様 に し て 膨 縮 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る マ ッ サ ー ジ 装 置 ２ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 装 置 ３ ７ の 操 作 に よ り 、 ポ ン プ ５ １ が 駆 動 さ れ て 例 え ば 電 磁 弁 ５ ２
ａ １ が 開 成 さ れ 電 磁 弁 ５ ２ ａ ２ が 閉 成 さ れ る と 、 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ が 図 ３ に 示 す
よ う に 膨 張 さ れ て い く 。 こ の 膨 張 の 後 、 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ が 閉 成 さ れ 電 磁 弁 ５ ２ ａ ２ が 開 成
さ れ る と 、 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ が 収 縮 し て い く 。 こ れ ら 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ ,５ ２ ａ ２ の
開 閉 動 作 に よ り 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ の 膨 縮 が 繰 り 返 し 行 わ れ て マ ッ サ ー ジ が 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ は 大 き い こ と に よ り 、 背 中 の 上 部 や 肩 周 辺 部 の マ ッ サ ー ジ が 広
範 囲 に 亘 っ て 行 わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 電 磁 弁 ５ ２ ｂ １ ,５ ２ ｂ ２ の 開 閉 制 御 が 行 わ れ た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
電 磁 弁 ５ ２ ｂ １ が 開 成 さ れ 電 磁 弁 ５ ２ ｂ ２ が 閉 成 さ れ る と 、 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ が
図 ４ に 示 す よ う に 膨 張 さ れ い く 。 こ の 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ の 膨 張 に よ り 、 揉 み 玉 ３
４ ,３ ４ が 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ を 介 し て 背 中 の 上 部 あ る い は 肩 を 押 圧 し て い き 、 揉 み
玉 ３ ４ ,３ ４ に よ る 指 圧 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 揉 み 玉 ３ ４ ,３ ４ は 背 中 の 上
部 や 肩 を 狭 い 範 囲 で 押 圧 し て マ ッ サ ー ジ す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に 、 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ の 膨 縮 に よ っ て 背 中 の 上 部 や 肩 を 広 範 囲 に 亘 っ て
押 圧 し て マ ッ サ ー ジ を 行 っ て い き 、 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ の 膨 張 に よ っ て 揉 み 玉 ３ ４ ,
３ ４ に よ る 指 圧 効 果 が 得 ら れ 、 同 じ 部 位 に 対 し て ２ 種 類 の マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と が で き る
。 換 言 す れ ば 、 揉 み 玉 ３ ４ ,３ ４ に よ る 押 圧 範 囲 が 狭 い こ と に よ り 、 押 圧 範 囲 の 面 積 を 変
え て マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ の 開 成 に よ り 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ が 図 ５ に 示 す 大 き さ ま で 膨
張 し た ら 、 電 磁 弁 ５ ２ ａ １ を 閉 成 し て そ の 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ の 膨 張 を 維 持 さ せ る
こ と に よ り 、 揉 み 玉 ３ ４ ,３ ４ が 人 体 に 当 接 し な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
す な わ ち 、 各 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ ～ ３ ３ ａ ,３ ３ ａ を 所 定 の 大 き さ に 膨 張 さ せ る こ と
に よ り 、 背 も た れ に 寄 り 掛 か っ て 揉 み 玉 ３ ４ ,３ ４ に 触 れ て し ま う こ と が な く 、 心 地 よ い
椅 子 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 実 施 形 態 で は 、 揉 み 玉 ３ ４ ,３ ４ を 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ ～ ３ ３ ｂ ,３ ３ ｂ に 設 け
て い る が 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ ～ ３ ３ ａ ,３ ３ ａ に 設 け て も よ く
、 ま た 、 揉 み 玉 ３ ４ を 省 略 し て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 押 圧 範 囲 の 面 積 を 変 え て マ ッ サ ー ジ
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 揉 み 玉 ３ ４ を 省 略 し て 外 側 空 気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ ～ ３ ３ ａ ,３ ３ ａ の 材 質 を 柔 ら か く
し 、 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ ～ ３ ３ ｂ ,３ ３ ｂ の 材 質 を 硬 い も の に す れ ば 、 大 き い 外 側 空
気 袋 ３ ０ ａ ,３ ０ ａ ～ ３ ３ ａ ,３ ３ ａ の 膨 縮 に よ り 広 範 囲 に 亘 っ て ソ フ ト タ ッ チ の マ ッ サ ー
ジ を 行 う こ と が で き 、 小 さ い 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ ～ ３ ３ ｂ ,３ ３ ｂ の 膨 張 に よ り 人 体
の 部 位 を 局 所 的 に 強 く 押 圧 す る こ と が で き 、 感 触 の 異 な る マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と が で き る
。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 内 側 空 気 袋 ３ ０ ｂ ,３ ０ ｂ ～ ３ ３ ｂ ,３ ３ ｂ が 背 骨 に 沿 う よ う に 空 気 袋 装 置 ３ ０ ～
３ ３ ,３ ０ ～ ３ ３ を 背 凭 れ 部 ２ ２ に 配 置 す れ ば 、 背 骨 の 両 側 を そ の 背 骨 に 沿 っ て 揉 み 玉 ３
４ で 押 圧 し て い く こ と が で き 、 ツ ボ が 多 く 存 在 す る 背 骨 の 両 側 を 押 圧 す る 指 圧 効 果 が 得 ら
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 押 圧 範 囲 の 面 積 を 変 え て マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と
の で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 装 置 の 外 観 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に 係 る 空 気 袋 装 置 の 構 成 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 空 気 袋 装 置 の 外 側 空 気 袋 が 膨 張 し た 状 態 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 空 気 袋 装 置 の 内 側 空 気 袋 が 膨 張 し た 状 態 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 外 側 空 気 袋 を 所 定 の 大 き さ ま で 膨 張 さ せ た 状 態 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 給 排 気 装 置 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 他 の 例 の 空 気 袋 装 置 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の マ ッ サ ー ジ 装 置 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ ０ ～ ３ ３ 　 　 　 空 気 袋 装 置
３ ０ ａ ～ ３ ３ ａ 　 外 側 空 気 袋
３ ０ ｂ ～ ３ ３ ｂ 　 内 側 空 気 袋
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ７ 】
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